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土
、種
、作
物
に
愛
さ
れ
る
（
公
財
）  
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去
る
８
月
８
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
、

11
回
目
を
迎
え
た
「
２
０
１
４
年
有
機
農

業
と
自
然
農
法
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催

の
為
、
中
国
北
京
市
の
北
西
部
に
位
置
す

る
海か

い

淀で
ん

区
を
訪
れ
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
は
、
政
府
関
係
者
な
ど
70
名
余
り
が
参

加
し
、
活
発
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
会
場
の
近
く
に
あ
る
い
く
つ

か
の
農
業
現
場
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
約
15‌

ha
あ
る

有
機
農
業
の
市
民
農
園
（
北
京
市
海
淀
区

蘇そ

家か

坨た

鎮ち
ん

）
と
北
京
市
郊
外
の
三
河
市
に

あ
る
、約
１
３
０
ha
の
有
機
観
光
農
園（
名

称
：
璞ぼ

く

然ぜ
ん

生
態
園
）
で
し
た
。

　

有
機
市
民
農
園
は
、
あ
る
企
業
が
運
営

し
、
中
国
人
民
大
学
と
の
社
会
教
育
の
共

同
研
究
の
場
で
も
あ
り
、
特
に
健
康
に
関

心
の
あ
る
北
京
市
民
が
会
員
と
な
り
、
農

業
体
験
や
自
然
教
育
を
楽
し
み
な
が
ら
野

菜
を
定
期
的
に
受
け
と
る
シ
ス
テ
ム
が
で

き
て
い
ま
し
た
。
こ
の
会
社
が
運
営
す
る

有
機
市
民
農
園
は
、
中
国
国
内
に
３
か
所

あ
り
、
入
会
希
望
者
が
多
い
と
の
話
で
し

た
。
こ
の
農
園
は
、
す
で
に
Ｅ
Ｍ
を
活
用

し
た
発
酵
床
に
よ
る
養
豚
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
今
後
は
野
菜
で
も
私
共
の
自
然

農
法
を
取
り
入
れ
て
研
究
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
三
河
市
に
あ
る
有
機
観

光
農
園
は
約
１
３
０
ha
の
敷
地
に
各
種
の

野
菜
、
果
物
、
畜
産
な
ど
が
有
機
で
生
産

さ
れ
て
お
り
、
週
末
に
は
北
京
市
民
が
多

く
訪
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

両
農
園
と
も
、
日
本
と
違
っ
て
水
不
足

や
汚
染
の
問
題
が
あ
り
、
１
０
０
ｍ
以
上

の
深
さ
か
ら
地
下
水
を
汲
み
上
げ
て
農
園

の
各
所
に
溜
池
を
つ
く
る
な
ど
、
環
境
整

備
に
多
く
の
資
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
中
国
で
は
こ
こ
数
年
の
間
に
民
間
企

業
が
こ
の
よ
う
な
有
機
農
業
の
農
園
運
営

に
着
手
し
て
お
り
、
国
民
の
食
に
対
す
る

意
識
が
確
実
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
統
計
調
査
に
よ

れ
ば
、
２
０
１
０
年
に
、
中
国
有
機
農
産

物
の
耕
作
面
積
は
耕
地
総
面
積
の
約
０
・

３
％
（
１
３
９
万
ha
、
中
国
全
土
に
は
有

機
野
菜
生
産
企
業
が
１
０
０
０
社
を
超
え

る
）
と
な
り
日
本
の
０
・
４
％
に
近
づ
い

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
日
本
に
は
、
縄
文
時
代
か
ら
長

く
続
い
て
き
た
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
里

山
農
耕
文
化
が
あ
り
ま
す
。
日
本
に
お
け

る
こ
の
中
山
間
地
域
の
農
業
は
、
耕
地
面

積
が
２
０
３
万
ha
（
平
地
が
２
６
６
万

ha
）
で
全
体
の
43
・
３
％
を
占
め
、
総
農

家
数
の
44
％
、
農
業
集
落
数
の
52
％
を
占

め
る
な
ど
重
要
な
位
置
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
中
山
間
地
域
の
農
地
が
果
た
す
環
境

保
全
な
ど
の
多
面
的
機
能
は
、
洪
水
防
止

機
能
や
水
源
の
涵
養
、
土
壌
侵
食
防
止
や

土
砂
崩
壊
防
止
、
ま
た
、
文
化
的
機
能
な

ど
が
あ
り
、
そ
の
効
果
は
、
国
土
全
体
の

50
％
以
上
を
担
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
、
そ

の
公
益
的
機
能
は
３
兆
円
に
達
す
る
と
の

試
算
も
出
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
耕
作
放

棄
地
が
全
体
の
70
％
と
こ
の
地
域
に
集
中

し
、
集
落
が
消
滅
し
て
い
く
な
ど
過
疎
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

現
政
府
は
、
国
内
の
成
長
戦
略
に
、「
強

い
農
業
」
を
め
ざ
し
て
、「
農
業
・
農
村

所
得
倍
増
目
標
10
カ
年
戦
略
」
を
掲
げ
、

農
地
集
積
に
よ
っ
て
効
率
的
営
農
体
制
を

創
り
、
６
次
産
業
の
市
場
規
模
を
10
兆
円

（
現
状
１
兆
円
）
に
拡
大
し
、
２
０
２
０

年
に
は
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
額
を

１
兆
円
（
現
状
５
千
億
円
）
に
す
る
と
し

て
い
ま
す
。
が
、
平
地
に
お
け
る
効
率
的

営
農
の
み
な
ら
ず
、
日
本
特
有
の
自
然
豊

か
な
恵
み
を
活
か
し
た
中
山
間
地
農
業
の

各
種
可
能
性
を
再
認
識
し
、
有
機
的
農
業

へ
力
を
入
れ
る
こ
と
が
日
本
農
業
の
再
生

に
繋
が
り
、
自
然
の
恩
恵
や
先
祖
の
期
待

に
応
え
る
道
で
は
な
い
か
と
痛
感
し
て
い

ま
す
。


